


































































































































ター は， 「生活」 「人権」 「社会」 「わたしたち」 「権利」などからなる， 「権利• 生活のクラ
スター」である。第二のクラスターは， 「国」 「政治」 「憲法」 「人間」 「文化」 「戦争」 「平

































(1) 佐伯卓也 「「数学的構造の学習」の評価法」 ，日本数学教育学会誌（数学教育 35-1), 
pp. 31-36, 1981。








(8) 使用した統計パッケ ージは SPSS である。 SPSS については，三宅一郎• 他「 SPSS統計バ
ッケージ I解析編」，東洋経済新報社， 197 7を参照されたい。クラスクー分枕については，
安田三郎・而野道郎「社会統計学， （第2版）」丸善， 1977, がくわしい。
(9) 内田義彦「社会認識の歩み」，岩波新書， 1971, pp.16。
QO) ここでは， S・I・ハヤカワ／大久保忠利訳「思考と行動における言語（原書第3版）」岩





























テート社の BAS Ellというデーターベース ソフトを使用している。そして， これを利用して
担当している生徒の基礎データー（氏名・出身・入試成績・知能・性格……etC)をマスターフ
ァイルにしておく。さらに，授業の単元ごとにいくつかのトランジットファイルを作り， このフ
ァイルに単元に沿ったドリルテストの点，アンクートによる生徒の意識や興味，あるいは授業中
での発言の内容や煩向など，その時々に気ついたりしたデーターを入力してゆくのである。こ
のようにして作ったデーターベースは，普段の授業にはその時々の生徒の意識やドリルテストの
学カレベルを見きわめる材料に， さらに，何ヶ月分かのデーターが蓄積された時点での各テータ
ー間をクロスした考察や，学期末の評価に利用することも考え られる。
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実際の例で示してみよう。たとえば現代社会で異文化の月凛をメ インテーマとしてとりあげて
学習している時，前もってア‘ノケートで好きな国，姉いな国などをあげさせて入力しておけば，
それをマスターファイルから呼び出した学業成績と，あるいは出身中と比較したり，成績順に並
ペ変えてみせるなどは極く簡単である し，ある特定の条件（ 国名や成績順位）で個人を検索する
事もでぎる。さらにこうしたデーターをもとにして授業中のバズ学習のグループ，叉は，討論と
時のグループ分けなどが，同類同志をあるいは異種をという形でスピーディにグルーピングでき
る。また，授業にあたって注意すべき生徒，あるいは全体の頻向といったものが簡単に得られる。
こういった各種データーの組み合わせや抽出といった操作はすべてデーターベースソフト上で電
子的に行われ，結果はまずはCRTに表示されるだけである。そこで，各種のデーターをながめ
ながら思いつくままに各種のデーターのクロスをためすことができ，その中から必要なもの有意
義なものだけをハードコピーにとればよいのである。
また， こういった機能の中で特筆したいのは漢字を使用してかな混じり文で32文字（このソフ
トウェアの場合）までをデーターとして入力できることである。これは，例えば， 「何々につい
て記せ」的なアンケ ートや問題もその回答をそのまま入力でぎるという事になる。これが可能で
あるから例えばある語（複数）に注目して，それを文中に使用しているデーターを表示しろ，と
かその件数をかぞえろ， とかいった使い方がでぎ，非数値的なデー ターもかなり楽にとり扱える
と思われる。
この他にも通常のCMI的な使い方で， ドリルテストの合計点，中間・期末テストの合計，偏
差値・順位などは当然極く簡単に算出できる。そしてこういった数値的データーと前述したよう
な文字的なデークーをクロスしてゆくことで授業の改菩に，あるいは生徒の理解程度を知ったり，
そして，総合的な評価に利用する事が可能となると考える。
こういったデー ターベースを作ってみて一番感じるのは，こういった情報処理技術の高度化で
猛烈に多くなる情報を人間の方がいかに消化してゆくかの問題である。ところが，各種の授業分
析の考え方や方法も多少この情報洪水を前にしてオーバーフロ一気味のような気がする。新しい
情報処理技術に基づいた授業へのフィードバックの方法論を創出しなければならない時期を迎え
ているのだろうか。 （松浦利隆）
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